










Changes in Educational Activities in the
Manila Japanese School before and after the
Outbreak of the Pacific War : Supplementary



































の実態を通して、両者 関わりを考える際の一つの視点を得ることにつながるのではないかと思われる。日米開戦をはさんだ一九三〇年代後半から一九四〇代初頭におけるマニラ日本人学校の教育活動を検討する意義はここにあ と考えてい 。　
研究方法としては、まず一九三五年に開催された在比邦人小学






































































































































































一 比律賓の歴史 一 比律賓の歴史
二 比律賓の地理 二 比律賓の地理
三 マニラ市とマニラ港 三 マニラ市とマニラ港
四 入日の港 四 入日の港
五 我が国と比律賓 五 我が国と比律賓
六 菅沼貞風 六 菅沼貞風
七 矢矧招魂祭の歌 七 矢矧招魂祭の歌
八 太田恭三郎 八 太田恭三郎
九 ケンノン道路工事 九 ケノン道路工事
一〇 バギオの旅 一〇 バギオの旅
一一 ダヴァオ 一一 ダヴァオ
一二 麻山 一二 麻山
一三 俳句 一三 俳句
一四 マニラ名所 一四 マニラ名所
一五 年中行事 一五 年中行事
一六 共進会 一六 共進会
一七 市民と衛生 一七 市民と衛生
一八 俚諺 一八 俚諺
一九 セブだより 一九 セブーだより
二〇 気候と台風 二〇 気候と台風
二一 暴風警報 二一 暴風警報
二二 交通 二二 貿易
二三 貿易 二三 民謡
二四 民謡 二四 住民
二五 住民 二五 風習
二六 珍しい動植物 二六 珍しい動植物
二七 金山 二七 金山
二八 イロイロ市とネグロス島 二八 イロイロ市とネグロス島
二九 志士リサール 二九 志士リサール
三〇 比律賓の国旗とその立て方 三〇 比律賓の伝説
三一 比律賓国国歌 　（一） 創世記
三二 私どもの学校 　（二） 仙人の煙草
三三 比律賓創世記 　（三） マンギタとラリナ


























































































　第三節 F. Magellan の死
　第四節 血同盟
　第五節 比律賓国名の由来


















































































である。フィリピン政府 外国人学校に対する態度が硬化す 中 、一九三六年～一九四〇年の間にフィリ
表 3　『比律賓小学地理』（1940 年 5月発行）目次














　第五節 Akop の Baguio 旅行














第九章 Tayabas 州と Marinduque 州
　第一節 無数の古々椰子
　第二節 椰子栽培者の生活
















































































南朝鮮 21 1 3 1 （5） 26 21 5
北朝鮮 8 8 7 1
中国
（東北部除く）
141 10 20 16 28 （74） 215 2 2 9 16 7 10 67 102
中国東北部
（旧満州国）
386 13 21 10 31 （75） 461 13 9 6 16 9 53 231 124
中国東北部
（旧関東州）
2 （2） 2 1 1
ソ連 1 1 1
イギリス 1 1 1
フィリピン 16 16 1 1 2 12
シンガポール 1 1 1
インドネシア 7 7 1 4 2
インド 2 2 1 1
タイ 1 1 1
マレーシア 4 4 1 3
ペルー 2 2 1 1
ビルマ 1 1 1
ベトナム 3 3 3

















抵抗史としてのフィリピン史に対し河野は、 「かうした事実を単に児童に習得させることは、国民志操を涵養せねばならぬ我が国史の立前からは全く無意味であるばかりでなく、寧ろ危惧の念さへ湧く であるから、指導 任に当 者は常に正しい批判力と反





るための手引書という意味があったことがわかる。 かし一方でこの時期はまだ、日比親善に寄与する教育を考える余地が残っていたともいえる。先 木原総領事代理は説明の最後に、 「本書上梓は だ原書による比島歴史の学習上児童の英語力不足 補ふばかりでなく、又日比親善関係を尚一層増進するに寄与するところ大なるものある 信ずる次第である
（
32）」といい、また校長であり、









































































































































































































































も明らかである。傍証的にではあるが当時の子どもの気持ちを説明できるのではないかと思う。恐怖後の解放という 体験により、日本軍への「感謝」や「尊敬」の念がより高まって った と思われる。　
その後、バタアン半島とコレヒドール島が落ち、マニラでは提

















つと て、巻頭 口絵をはじめフィリピンの動植物、天然資源、地下資源などが写真や図入りで非常に詳しくなっていることが挙げられる。また 「比律賓の国旗とそ 立て方」 「比律賓国歌」の項目はなくなり
（
53）、 「風習」という項目が加わった。その中には





















































































































から、実業界に転じた人物である（邦訳書、 「訳者序」 、一頁） 。
（
27）　























一九四〇年三月二十日、一頁「序文」 。なお、マニラ日本人学校の 教科目毎週時数」を見ると、一九四一年度から「比島文化」という科目が設置されている（前掲、小島『日本人学校の研究』 、一 二頁） 。おそらくこの時間で『比律賓小学歴史』 『比律賓小学地理』が使われたのではないだろうか。
（
32）　

























































































































































































































で、日本の総兵力二十六万のうち十九万が戦没したといわれている。また、フィリピン人の犠牲者数は民間人を含め一一〇万（前掲、中野『東南アジア占領と日本 』 、二 四頁では、一一一万余りとある）に上ったといわれている。この中には日本軍による虐殺の犠牲者が多数含まれてい う（前掲、早瀬「日本との交流」 、二六二頁） 。
　
